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鹿児島県屋久島で見出された大平肺吸虫に関する研究

川島健治郎宮原道明

九州大学医療技術短期大学部医動物学研究室

(昭和49年８月28日受領）

緒言 KUSUR．
､

ノ鹿児島県屋久島の肺吸虫ならびに肺吸虫症については

安東（1965），佐藤ら（1966）および川島ら（1967b）

などによる報告がある．これらによると同島数地区で肺

吸虫症の皮内反応を実施，そのうち，反応陽`性者および

疑陽性者の検便，検疾を行ない，２２名の虫卵陽性者を見

出し，同島における肺吸虫症の存在を明らかにした．ま

た，同島数地区で採集したモクズガニルノoc比かノtzpo‐

',/α(ｓおよびサワガニハrα"zo〃ぬんαα,ｚｉから肺吸虫メ

タセルカリアを証明し，これをウェステルマン肺吸虫

ＰａｒａｇＤ"il"Ｚ４ｓｕでsZIe7'"α"Z（Kerbert，1878）と同定し

た．さらに，肺吸虫症の感染経路については，これらカ

ニ類の摂食ばかりでなく，釣りの餌としてサワガニをく

だいて用いる習'償のあることから，これも肺吸虫の人体

感染の重要な機会になるのではないかと推定した．

著者らは屋久島における肺吸虫の詳細を調べる目的で

1973年７月27日から31日までの５日間，同島に滞在し研

究を行なった．その結果，新しくカニにおける大平肺吸

虫Ｐ・ohi7aiMiyazaki，１９３９の濃厚浸淫地を見出した

ので，その調査成績，動物実験成績，幼虫，成虫の形態

などについてまとめて報告する．
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ついて観察を行なった．第１中間宿主については，大平

肺吸虫寄生を認めたカニ類の棲息地（栗生川河口）で採

集したサツマクリイロカワザンショウＡ"g"szass""''１eα

"/ZＭａ（Pease）ｖａＬを破壊検査し，肺吸虫幼虫の自然

感染の有無を調べた．また，このカイ30個体を用いて大

平肺吸虫の感染実験を行なった．実験にあたっては，カ

イ１個体当りのミラシジウムの数は10個体，接触時間は

５時間とした．

結果

１）メタセルカリアのカニにおける寄生状況とその形

態

調査の結果はＴａｂｌｅｌに要約した．すなわち，今回

の調査では女川河口から１ｋｍおよび４ｋｍ上流の２地

区から採集したサワガニ129個体からは全く肺吸虫のメ

タセルカリアは見出されなかった.また,半鰔水産のカニ

類については,調査した３河川の河口のうち２河川(女川

および楠川河口)では全く肺吸虫の寄生を認めなかった．

しかし，栗生川河口（Photq9）において採集したクロ

ベンケイＳｂｓａｒ，"αｃﾙﾊαα"2125個体のうち47個体(37.6

材料および方法

屋久島における調査は，淡水産および半鰔水産のカニ

類の採集と，その体内，特に肝臓，鯛，心域，生殖腺な

どにおける肺吸虫メタセルカリアの検索によった．調査

はＦｉｇｌに示した３河川の流域および河口の５地区で

行ない，採集したカニは６種358個体であった．メタセ

ルカリアが見出された場合，これをスライドグラス上で

圧が加わらないように注意し,水道水中で観察し,計測を

行なった．脱嚢メタセルカリアについても同様な方法で

観察，計測した．得られたメタセルカリアのうち68個体

を４頭のダイコクネズミに経口投与し，その後34日から

47日までの問に剖検して成虫を回収，圧平，染色標本に

（４５）
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TableｌｌｎｃｉｄｅｎｃｅｏｆｉｎｆｅｃｔｅｄｃｒａｂｓｗｉｔｈＰ・oAi7aimetacercariae

Speciesofcrabs
examined

Ｎｏ．ｏｆｃａｒｂｓＮｏ、ofcrabs

examinedinfected

Infection

rate(％）Locality

ＴｈｅｍｏｕｔｈｏｆＫｕｓｕＲｉｖｅｒ ＳＣｓａ７"zacJeAαα"ｚ
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ｓ．／"ze〃"ccJ/α
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０
７
０
２
０
０

４

％）とアカテガニ８.ハαe"JaZoC"〃３５個体のうち２個

体（5.7％）に肺吸虫のメタセルカリアを証明した．

メタセルカリアは，一部のものが生殖腺内にみられる

ほか，殆んどが肝臓内に見出され，肝小葉に外襄の一部

を付着させ寄生しているのがみられた．カニ１個体当り

の最高寄生数は54個体であった．

得られたメタセルカリアをPhoto1に，また，その

計測値をＴａｂｌｅ２に示した．メタセルカリアは内外２

層の膜に被われ楕円形を呈し，体内部には著明な紅色の

色素穎粒を認めた．内曇についての計測値は,長径324.9

/u，短径259.3’で，長径対短径の比は1.27であった．さ

Table2Measurementsoftheencystedmeta‐
cercariaeofP、ｏＡｉ７ａｊｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍ

ｔｈｅｃｒａｂs，比sαγ"zacJeAαα"ｉａｎｄＳ、

ハαe"zatocMγ・（３９１ivingspecimens，

inmicrons）

Table3Measurementsoftheexcystedmeta‐
cercariaeofP．ｏﾊﾉｒａｉｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍ

ｔｈｅｃｒａｂｓ，Ｓ、晩Ａａａ〃ｊａｎｄＳ・ノカαe"zα‐

／ocルノハ（２１１ivingspecimensoinmi‐

crons）

Ｂｏｄｙ length
width

length

length
width

lenｇｔｈ
ｗｉｄｔｈ

ｌｅｎｇｔｈ
ｗｉｄｔｈ
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Stylet
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Pharynx
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なわち，１６個または18個のメタセルカリアを経口投与し

た４頭のダイコクネズミを34日から47日後の間にそれぞ

れ剖検したところ，肺における虫雲腫内および胸腔内に

多数の成虫を見出した．成虫の回収率は33.3％から75.0

％であった．得られた成虫とその特徴をPhotoｓ３，４

＆５に示した．成虫には複雑に分岐した卵巣があり，

体表面の皮練は群生しているのが認められた．これらの

特徴は大平肺吸虫のそれと全く一致した．

前項でのべたメタセルカリアの形態および実験感染に

よって得られた成虫の形態的特徴から，ここに見出され

た肺吸虫を大平肺吸虫と同定した．

３）第１中間宿主の決定

栗生川河口で採集したサツマクリイロカワザンショウ

(Photo６）のうち1,083個体を破壊検査したところ,そ

Ｗｉｄｔｈｏｆ

ｉｎｎｅｒｃｙｓｔ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆ
●
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Ｒate
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１．２７３２４９±３１．２２５９．３±３３．２

らに，メタセリカリアは脱嚢させて観察し計測を行なっ

た．Photo、２およびＴａｂｌｅ３にその写真と計測値を

それぞれ示した．

以上に示したメタセルカリアの計測値および形態的特

徴は大平肺吸虫のそれ（宮崎，1939,1947；川島ら，

1967ａ）と極めてよく一致した．

２）メタセルカリアのダイコクネズミへの実験感染と

成虫の形態

動物実験の成績についてはＴａｂｌｅ４に要約した．す

(４６）
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Table4ExperimentalinfectionofaｌｂｉｎｏｒａｔｓｗｉｔｈＰ・ＯＡかα/metacercariae

Ｎｏ．ｏｆａｄｕｌｔｌｕｎｇＨｕｋｅｓｏｂｔａｉｎｅｄＮｏ．ofmetacercariae

inoculated
Daysafter
inoculation

ＲａｔＮｏ．

Thoraciccavity Ｌｕｎｇｓ

１
２
３
４

４
１
１
７
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４
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０
０
５

５
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６
５
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８
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１
１

Ｔａｂｌｅ５Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｓｉｚｅｓｏｆｔｈesecondgenerationrediaenaturallyinfectedand

thoseexperimentallyinfected（l01ivingspecimens，inmicrons）

Body Pharynx

lengthwidthlengthwiｄｔｈ

Germballs
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length
Specimens

Naturallyinfected
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5２

５３

5３

５３

９１

１２６

6-12

6-10

168

194

943
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Acetabulum

lengthwidth

Oralsucker

lengthwidth

Body

lengthwidth
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length
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4８
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3８

３８

3８

３８
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２８

2５

２８

4８

４８

238

237

7６

７２

考えられていた（佐々ら，１９５９；国吉ら，１９６０；繩田

ら，１９６４；国東，１９６４；安東，１９６５；佐藤ら，１９６６；川

島ら，1967ｂ)．

これとは別に国吉・大仲（1956）は沖繩本島糸満の屠

場において１頭のブタの肺に虫襄腫を認め，それから多

数の肺吸虫成虫を得，これを大平肺吸虫と同定して報告

した．これは南西諸島における同肺吸虫の最初の分布記

録である．その後，多くの研究者によって各地のカニ類

における肺吸虫メタセルカリアの検索が行なわれたが，

長い間，発見されず，この地域における同肺吸虫の生態

は全く不明のままであった．その後TadaandNagano

(1968）およびＴａｄａｅｔａＬ（1969）は南西諸島の北端

に位置する鹿児島県種子島のクロベンケイ，ベンケイガ

ニ，アカテガニなどから肺吸虫メタセルカリアを証明

し，動物実験によって得られた成虫と共に，これを大平

肺吸虫と同定し報告した．さらに，ＳａｔｏａａＺ．（1969)，

佐藤ら（1969）は同県奄美大島のクロペンケイやドブネ

ズミ，クマネズミなどから肺吸虫のメタセルカリアや

成虫を見出し，これを′I､形大平肺吸虫Ｐ.／Zo)(/s,‘e"e,２s'ｓ

Chen,1940として報告した．さらに，これらの肺吸虫の

のうち一個体(0.09％）に肺吸虫のレジアおよびセルカ

リアPhotos7＆８の自然感染を証明した．また，上

記のカイ30個体を用いて大平肺吸虫の感染実験を行なっ

たところ，ミラシジウムを接触後55日から75日までの間

に観察した18個体のカイ総てに，レジアまたはセルカリ

アを証明した．これらの計測値はTables5＆６に示し

たが，自然感染で認められた幼虫と実験感染によって得

られた幼虫の形態は，殆んど一致した．サツマクリイ

ロカワザンショウは大平肺吸虫感染カニ類の棲息する栗

生川河口，ハマポウの群生地に多数見出され（Photo

９），同地域における大平肺吸虫の第１中間宿主の役割

を果しているものと考えられた．

考察

九州と台湾の問に連らなる南西諸島は，北から大隅，

吐唱劇，奄美，沖繩，宮古および八重山諸島などからな

りたっている．従来，南西諸島域における肺吸虫症は沖

繩本島，中之島，屋久島，種子島および黒島などから報

告され，それらはいずれもモクズガニまたはサワガニ

(屋久島)に寄生するウェステルマン肺吸虫によるものと

（４７）
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島県屋久島に滞在し肺吸虫の研究を行なった．以下にそ

の成績を要約する．

１）栗生川河口にて採集したクロベンケイ125個体中

47個体（37.6％）およびアカテガニ35個体中２個体(5.7

％）に肺吸虫メタセルカリアを証明したが，調査した他

の２河川の河口および上流地区で採集したカニからはメ

タセルカリアは見出されなかった．

２）得られたメタセルカリアを実験的にダイコクネズ

ミに経口投与して成虫を回収した．

３）メタセルカリアならびに成虫の形態からこの肺吸

虫を大平肺吸虫Ｐαγαgo"/'""SOA/γαiMiyazaki，１９３９

と同定した．

４）栗生川河口で採集したサツマクリイロカワザンシ

ョウ1,083個体のうち１個体（0.09％）に肺吸虫のレジ

アおよびセルカリアの自然感染を証明した．また，こ

のカイを用いて大平肺吸虫の感染実験を行なったとこ

ろ，観察した１８個体の全部（100％）にそのレジアまた

はセルカリアを認めた．自然感染で証明された幼虫と実

験的に得られた幼虫と，その形態はほぼ一致したこと，

同地区においては他種の肺吸虫も見出されていないこと

から，サツマクリイロカワザンショウを同島における大

平肺吸虫の第１中間宿主として決定した．

以上のことから鹿児島県屋久島を大平肺吸虫の新しい

分布地として報告すると同時に，同島においてはクロベ

ンケイやアカテガニなども釣りの餌としてくだいて用い

る習｣慣があり，同肺吸虫の人体感染の可能性のあること

を推定し，今後の注意を喚起した．

棚筆するにあたり，屋久島の肺吸虫症に関して御教示

を得た鹿児島大学医学部の尾辻義人博士に深謝する．

又，この調査に同行して協力を得た本学部学生紅林槇

子，木藤あい子の両嬢に謝意を表する．

本論文の要旨は第26回日本寄生虫学会南日本支部大会

(長崎市，1973年11月７日）および第４3回日本寄生虫学会

総会（大阪市，1974年４月５日）において発表した．

第１中間宿主については，いずれもサツマクリイロカワ

ザンショウであることが明らかにされた（Kawashima

andHamajima，１９７０；KawashimaandHashiguchi，

1973)．これらの研究によって南西諸島にもウェステル

マン肺吸虫以外の肺吸虫が土着し棲息していることが明

らかとなった．著者らによる今回の研究によって，サツ

マクリイロカワザンショウを第１中間宿主とし，クロベ

ンケイ，アカテガニなどを第２中間宿主として大平肺吸

虫が屋久島にも棲息していることが明らかとなったこと

は，同肺吸虫の新しい分布記録を示すと共に，肺吸虫症

の疫学上，注目すべき事実と考えられる．

大平肺吸虫および小形大平肺吸虫の日本本土における

第１中間宿主について，大平肺吸虫ではムシヤドリカワ

ザンショウASS/"z〃αＰａｒａｓ/roJogiCaおよびヨシダカ

ヮザンショウＡｙｏＷａｑｙ脚ｏＺが自然宿主として知ら

れ（横川ら，１９５８；吉田・宮本，1959,1960)，小形大

平肺吸虫ではムシヤドリカワザンショウにおける自然感

染が報告されている（吉田，１９５９；冨村ら,・1960)．し

かし，南西諸島においては本土とは別種のサツマクリイ

ロカワザンショウが第１中間宿主としての役割を果して

いることが奄美大島，種子島および今回の屋久島におけ

る著者らの研究で明らかになった．大平肺吸虫や小形大

平吸虫の本土における分布は，第１中間宿主，特にムシ

ヤドリカワザンショウの分布と極めて密接な関係にある

ということは既に述べたところであるが（Ｍｉｙａｚａｋｉｅｒ

ａＬ１９６０；吉田・川島，1961)，南西諸島においては，

これら肺吸虫の分布がサツマクリイロカワザンショウの

分布と極めて密接な関係にあるものと推察された．

最後に,人体肺吸虫症との関連については,屋久島では

赤い小さなカニを釣りの餌として，くだいて用いる習慣

があり，これも感染の重要な機会であると考えられてい

た．この小さなカニは，ウェステルマン肺吸虫の第２中

間宿主として知られるサワガニをさすと推測されていた

が，海岸あるいは河口の人家周辺にも多数みられるクロ

ベンケイやアカテガニなども含むことが判明し，同島に

おける大平肺吸虫の人体感染の可能性もあり得るものと

思われた．今後，同島における肺吸虫症をみるにあたっ

ては，大平肺吸虫の人体感染に留意すべきであると同時

に,同島におけるカニの摂食,まき餌使用の習Ｉ慣を禁止す

ることが,本症の予防上重要なことであると考えられる．

文献

1）安東六石(1965）：鹿児島県屋久島の肺吸虫症に

ついて（第１報）(会)．寄生虫誌，14,660-661←

2）川島健治郎・浜島房則・多田功・宮崎一郎・宮

原道明（1967a）：新潟県佐渡島のサワガニにお

ける肺吸虫の調査．寄生虫誌，16,43-50.

3）川島健治郎・宮崎一郎・尾辻義人・安東六石・

前田忠（1967b）：鹿児島県屋久島のサワガニか

ら見出された肺吸虫のメタセルカリアについて＿

寄生虫誌，16,71-76.

要約

1973年７月27日から31日までの５日間，著者らは鹿児

（４８）



373

４）Kawashima，ＫａｎｄＨａｍａｊｉｍａ，Ｆ・（1970）：

AnewmolluscanhostforP(z7ago"ﾉﾉ"z4s

iJoAZs"e"e"sisChen，１９４０ｉｎｌｓ・Ａｍａｍｉ‐

Oshima,KagoshimaPrefecture,JapanJap.Ｊ、

Parasit.，19,199-205.

5）Kawashima，KandHashiguchi，Ｙ・（1973）：
ＡｎｅｗｍｏｌｌｕｓｃａｎｈｏｓｔｏｆＰＬＪ７ａｇｏ”""ｓｏＡｉ‐

γαiMiyazaki，１９３９ｉｎｌｓ・Tanegashima，Ｋａ‐

goshimaPrefecture，Japan・JapJParasit.，
２２，３１５－３１９．

６）国東孝（1964）：鹿児島県下における肺吸虫症に

関する研究．鹿大医誌，16,192-231.

7）国吉真英・大仲良佳（1956）：沖繩本島糸満屠場

にて検出せる肺吸虫に就いて．獣医畜産新報，

180号，１．

８）国吉真英・仲地紀良・平識善保・城間盛吉・上

原直三（1960）：沖繩に於ける肺吸虫症の疫学的

調査成績(中間報告)．琉球衛生研究所報，１号，
１－７．

９）宮崎一郎（1939）：新シキ肺臓「ヂストマ」（２J‐

γαgo"ｉｗｓｏｈｉγαｊｎｓｐ.）〔大平肺吸虫（新称)〕

二就テ．福岡医誌，32,1247-1252.

10）宮崎一郎（1947）：日本産肺吸虫被嚢幼虫３種の

区別点．医学と生物学，10,223-225.

11）Miyazaki，１．，Kawashima，KandYoshida、
Ｙ、（1960）：Ｓｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅｓｎａｉｌｈｏｓｔｓｏｆ

Ｐａｒαｇｏ"z"z"ｓｏｈｉγαiMiyazaki，ｌ９３９ａｎｄＰ、

iZo肋"e"e"sisChen，1940．KyushuJ・Med、

Sci.，11,261-275.

12）繩田干郎・篠原慎治・上川路睦博・倉内末男・

後藤有人・川野通。赤崎郁郎・今重幸雄・飯田

高明・浜田真二・前田利磨・青崎憲郎（1964）：

鹿児島県下の肺吸虫症の調査研究について．鹿

大医誌，15,417-438.

13）佐々学・照屋寛善・池宮喜春・国吉真英(1959）

沖繩の肺ヂストマ症．琉球衛検報，１号，1-4.

14）Sato，Ａ､，Tada，Ｉ，Nagano，Ｋ，Otsuji，Y
andFukushima，Ｈ、（1969）：ＯｎａｌｕｎｇＨｕｋｅ

ｆｏｕｎｄｉｎＡｍａｍｉ－Ｏｓｈｉｍａ１s.，Kagoshima，

JapanJap、JParasit.，18,28-33.

15）佐藤淳夫・多田功・長野耕二・尾辻義人・安東

六石・福島英雄・満留薩男（1969）：鹿児島県奄

美大島における小形大平肺吸虫の分布とその実

験感染成績について．寄生虫誌，18,281-288.

16）佐藤八郎・尾辻義人・与那嶺和男・国東孝・安

東六石・前田忠・原田隆二・二宮国秋・宮崎一

郎・川島健治郎・多田功（1966）：鹿児島県屋久

島における肺吸虫症について（会)．寄生虫誌，

１５，３３３．

１７）Tada，ＬａｎｄNagano，Ｋ、（1968）：Ａｎｅｗ

ｌｏｃａｌｉｔｙｒｅｃｏｒｄｆｏｒｔｈｅｌｕｎｇＨｕｋｅ，Ｐ(ｚ７ａｇＤ‐

〃i"２２`ｓｏ/ii7aZMiyazaki，1939,onTanegashi‐

ｍａｌｓ、ｉｎＫａｇｏｓｈｉｍａＡｃｔａＭｅｄ・Ｕｎｉｖ・

Kagoshima.、10,227-229.

18）Tada，ＬＮａｇａｎｑＫ、ａｎｄSato，Ａ、（1969）：

Ｏｎｔｈｅｌｕｎｇｆｌｕｋｅ，Ｈｌｌ７ａｇｏ"i"zzｨｓｏﾉｶﾉｧａｉＭｉ‐

yazaki，1939,ｐａrasiticincarbsfromTanega‐

ｓｈｉｍａＩｓ，Kagoshima，ＪａｐａｎＡｃｔａＭｅｄ

Ｕｎｉｖ，Kagoshima.，11,109-115.

19）富村保・寺内淳・樽本勲(1960）：大阪府新淀川

における小型大平肺吸虫Ｂｚ７ａｇｏ"zﾉ"zｲsiJoArs‐

ｚに"c"s/ｓChen,1940の第１中間宿主に関する研

究．医学と生物学，54,45-51.

20）横川宗雄・吉村裕之・小山千万樹・佐野基人・

津田守道・鈴木重一・辻守康（1958川大平肺吸

虫（Ｈｚｒａｇｏ"z"z"ｓｏＡｉγαiMiyazaki，1939）の
新第１中間宿主ウスイロオカチグサハＺＭｉ"c‐

ZZacZeuiJis（Gould，1861）Habe，１９４２につい

て．東京医誌，75,67-72.

21）吉田幸雄（1959）：Ｒzγαgo"i'Ｍｓ／ZoﾙZs"e"e"s/ｓ

Chen，1940（小型大平肺吸虫）の我国に於ける

第１中間宿主の研究(1)．寄生虫誌，8,822-828-

22）吉田幸雄・宮本正実（1959）：大平肺吸虫Ｈzγα‐

ｇｏ"i"zzZsohi7aiMiyazaki，１９３９の第１中間宿

主ムシヤドリカワザンショウＡｓｓｉ〃"eapa7a-

siZoZogjcaKuroda，1958（横川・小山等による

ウスイロオカチグサ）に関する研究．寄生虫誌，

8,122-129.

23）吉田幸雄・宮本正実(1960）：Ｈｚ７ａｇＤ"〃"ｓｏ/ii‐

γαZMiyazaki，1939（大平肺吸虫）の新第１中

間宿主Assi"zi"eαツoWcJqy"たioZKuroda，１９５９

（ヨシダカヮザンショウ）に関する研究．寄生虫

誌，9,211-216.

24）吉田幸雄・川島健治郎（1961）：大平肺吸虫並び

に小型大平肺吸虫第１中間宿主の我国に於ける

分布について．寄生虫誌，10,152-160.

ExplanationofPhotographs

VariouｓｓｔａｇｅｓｏｆＰ、ｏｈｉγαi，ｔｈｅｓｎａｉｌｈｏｓｔａｎｄｔｈｅｉｒｈａｂｉｔａｔｉｎｌｓ、Yakushima、

Photo，１：Encystedmetacercaria、２：Excystedmetacercaria、３：Ｏｖａｒｙｏｆａｎａｄｕｌｔｗｏｒｍ、４：Adult

wormrecoveredfromexperimentallyinfectedalbinorat、５：Cuticularspinesofanadult

worm、６：Ｔｈesnailhost，Ａ"ｇ"sZass伽i"eα〃ｉＺｉａａｖａｒ，７：Cercariaremovedfromnatu‐

rallyinfectedsnaiL8：Thesecoundgenerationrediaremovedfromnaturallyinfected
snaiL9：ＴｈｅｄｉｓｔａｎｔｖｉｅｗｏｆｔｈｅｈａｂｉｔａｔｏｆｓｎａｉｌａｎｄｃｒａｂｈｏｓｔｓｏｆＰ・oAiγαｉｏｎｔｈｅ

ｂａｎｋｓｏｆＫｕｒｉｏＲｉｖｅｒ，１s、Yakushima．

（４９）



§1駁，．

露

｣塾雪

麹§」′蕊!i篭溺鰯:

（５０）



375

I Abstract j
I S

STUDIES ON PARAGONIMUS OHIRAI MIYAZAKI, 1939, FOUND

IN IS. YAKUSHIMA, KAGOSHIMA PREFECTURE, JAPAN

Kenjiro KAWASHIMA and Michiaki MIYAHARA

(Laboratory of Medical Zoology, School of Health Sciences,

Kyushu University, Fukuoka, Japan)

From several areas in Is. Yakushima, 229 brackish water crabs and 129 fresh water ones

were collected and examined for Paragonimus infection (Table 1 & Fig. 1). Metacercariae of

Paragonimus were found in brackish water crabs, Sesarma dehaani and S. haematocheir, from

the mouth of Kurio River. The incidence of the metacercarial infection in the crabs was

shown in Table 1. These metacercariae were identified as P. ohirai Miyazaki, 1939 based on

their morphological features (Tables 2 & 3, Photos. 1 & 2) as well as those of the adult worms

recovered from the experimentally infected rats (Table 4, Photos. 3, 4 & 5). At the same time,

great numbers of the gastropod snails, Angustassiminea nitida var. were collected and examin

ed for Pargonimus infection, and one out of 1,083 individuals of this snail was proved to be

naturally infected with this fluke (Photos. 7 & 8). Moreover, it was experimentally proved

that this fluke developed into cercariae in this snail (Tables 5 & 6). Accordingly, it was prov

ed that native infection of wild animals with P. ohirai exists in Is. Yakushima. There might

be some possibility for human infection with P. ohirai in this island, because these brackish

water carbs are used by the inhabitants as a bait for fishing after being crashed by their

teeth.

( 51 )




